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(57)【要約】
【課題】複数の売買指標を省スペースに直感的に分かり
やすく表示する。
【解決手段】変換部１６は、価格変動する商品の売買判
断に利用されるべき数値化された売買指標を、所定の変
換規則に従い図形に変換する。描画処理部１８は、変換
部１６により図形化された売買指標を描画する。描画処
理部１８は、図形化された複数の売買指標を重ねて描画
する。当該商品は金融商品であってもよい。当該売買指
標はテクニカル指標であってもい。描画処理部１８は、
時間軸が最も長いテクニカル指標の図形を一番下に配置
し、時間軸が短くなる順に、下から上へ重ねていっても
よい。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　価格変動する商品の売買判断に利用されるべき数値化された売買指標を、所定の変換規
則に従い図形に変換する変換部と、
　前記変換部により図形化された売買指標を描画する描画処理部と、を備え、
　前記描画処理部は、図形化された複数の売買指標を重ねて描画することを特徴とする売
買指標描画装置。
【請求項２】
　前記商品は金融商品であり、前記売買指標はテクニカル指標であり、
　前記変換部は、ある銘柄のテクニカル指標を異なる複数の時間軸ごとに所定の変換規則
に従いそれぞれ図形に変換し、
　前記描画処理部は、図形化された時間軸の異なるテクニカル指標を重ねて描画すること
を特徴とする請求項１に記載の売買指標描画装置。
【請求項３】
　前記描画処理部は、時間軸が最も長いテクニカル指標の図形を一番下に配置し、時間軸
が短くなる順に、下から上へ重ねていくことを特徴とする請求項２に記載の売買指標描画
装置。
【請求項４】
　前記描画処理部は、時間軸が長いテクニカル指標の図形ほど大きなサイズに設定するこ
とを特徴とする請求項２または３に記載の売買指標描画装置。
【請求項５】
　前記変換部は、前記テクニカル指標の数値から導かれる分析内容を暗喩する図形に変換
することを特徴とする請求項２から４のいずれかに記載の売買指標描画装置。
【請求項６】
　前記変換部は、前記売買指標の数値変化に応じて図形の形状および色の少なくとも一方
を変化させることを特徴とする請求項１から５のいずれかに記載の売買指標描画装置。
【請求項７】
　前記図形は台形であり、
　前記変換部は、前記売買指標の数値変化に応じて台形の上底と下底の比率を変化させる
ことを特徴とする請求項１から５のいずれかに記載の売買指標描画装置。
【請求項８】
　価格変動する商品の売買判断に利用されるべき数値化された売買指標を、所定の変換規
則に従い図形に変換する変換機能と、
　前記変換機能により図形化された売買指標を画面に表示させる描画処理機能と、をコン
ピュータに実現させ、
　前記描画処理機能は、図形化された複数の売買指標を重ねて表示させることを特徴とす
るコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、株取引や為替取引などの売買判断に利用される売買指標を描画する売買指標
描画装置およびプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　株や為替などの金融商品を売買する際、多くの投資家は、何らかの売買指標を判断材料
として売買する。売買指標には大別するとファンダメンタル指標とテクニカル指標がある
。テクニカル指標だけを考えても多くの種類がある。また一つのテクニカル指標について
も時間軸を変えることにより複数の値が算出される。
【０００３】
　多くの売買指標を取引の参考にしたいと考えている投資家が多く存在する一方、投資判
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断を短時間で行いたいと考えている投資家も多く存在する。投資判断を短時間で行うには
、直感的で分かりやすい画面表示が有効である。一方、誤った投資判断を減らすには、異
なる種類または異なる時間軸の売買指標の確認が有効である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－１９９６２９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　一画面に多くの売買指標を表示すれば、複数の売買指標を確認したいユーザによる画面
切替操作を減らすことができるが、見にくい画面になりがちである。売買指標を数値表示
すれば一画面内に多くを表示できるが、直感的な把握が難しくなる。また売買指標をチャ
ート表示すれば直感的な把握が可能となるが、表示スペースをとるため一画面内に多くを
表示することが難しくなる。無理に小さく表示すれば視認性が低下し、直感的な把握が難
しくなる。
【０００６】
　本発明はこうした状況に鑑みなされたものであり、その目的は、複数の売買指標を省ス
ペースに直感的に分かりやすく表示する技術を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明のある態様の売買指標描画装置は、価格変動する商
品の売買判断に利用されるべき数値化された売買指標を、所定の変換規則に従い図形に変
換する変換部と、変換部により図形化された売買指標を描画する描画処理部と、を備える
。描画処理部は、図形化された複数の売買指標を重ねて描画する。
【０００８】
　なお、以上の構成要素の任意の組み合わせ、本発明の表現を方法、装置、システム、記
録媒体、コンピュータプログラムなどの間で変換したものもまた、本発明の態様として有
効である。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、複数の売買指標を省スペースに直感的に分かりやすく表示できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施の形態に係る売買指標表示システムの構成を示す図である。
【図２】複数の異なる時間軸のテクニカル指標のインジケータチャートを示す図である。
【図３】複数の異なる時間軸のインジケータチャートを重ねて描画する描画方法を示す図
である。
【図４】複数の異なる時間軸の通常フォーマットのチャートを示す図である。
【図５】複数の異なる時間軸のテクニカル指標の図形表示を示す図である。
【図６】複数の異なる時間軸のテクニカル指標のシンボル図形を重ねて描画する描画方法
を示す図である。
【図７】ＲＳＩの値と台形の形状の対応関係を示す図である。
【図８】株価表示ウインドウの一例を示す図である。
【図９】本発明の実施の形態に係る売買指標描画装置の動作を説明するためのフローチャ
ートである。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　図１は、本発明の実施の形態に係る売買指標表示システム５００の構成を示す図である
。売買指標表示システム５００は、売買指標描画装置１００および端末装置２００を備え
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る。売買指標描画装置１００と端末装置２００はネットワーク３００により接続される。
本実施の形態では売買指標描画装置１００として証券会社、ＦＸなどの取引業者により構
築される少なくとも一つのサーバを想定する。端末装置２００はデスクトップＰＣ、ノー
トＰＣ、タブレットＰＣ、スマートフォン、携帯電話機、ＰＨＳ、携帯型音楽プレーヤな
どが該当する。ネットワーク３００はインターネットを想定する。
【００１２】
　売買指標描画装置１００は金融商品の売買判断に利用されるべき売買指標を算出し、描
画する装置である。金融商品には、個別株、ＥＴＦ、投資信託、株価指数先物、株価指数
オプション、ワラント、為替、コモディティなど価格変動を伴う金融商品全般が含まれる
。売買指標はファンダメンタル指標とテクニカル指標に大別される。
【００１３】
　ファンダメンタル指標は取引対象の実体的価値にもとづく指標である。個別株（以下、
単に株という）の場合、ＰＥＲ、ＰＢＲ、ＲＯＥ、配当利回り、売上、営業利益、経常利
益、最終利益（税引き後）、ＥＰＳ、経常利益変化率、自己資本比率などが該当する。為
替の場合、二国間の金利差、二国間の貿易収支などが該当する。
【００１４】
　テクニカル指標は取引対象の価格または出来高にもとづく指標である。テクニカル指標
はトレンド系指標とオシレータ系指標に大別される。通常、トレンド系指標は順張りに利
用され、オシレータ系指標は逆張りに利用される。トレンド系指標には移動平均線、ボリ
ンジャーバンド、一目均衡表、パラボリックなどがある。オシレータ系指標には、ＲＳＩ
、ストキャスティクス、ＭＡＣＤ、移動平均線乖離率などがある。なお、トレンド系指標
とオシレータ系指標の両方の性格を合わせ持つテクニカル指標も多く、この分類は便宜的
なものである。
【００１５】
　売買指標描画装置１００は、制御部１０、記憶部２０および通信部３０を備える。制御
部１０は売買指標描画装置１００の全体を統括的に制御する。記憶部２０はＨＤＤ、ＳＳ
Ｄなどで構成され、各種のプログラムおよびデータを保持する。通信部３０はネットワー
ク３００に接続するためのインタフェースである。
【００１６】
　端末装置２００は、通信部５０、制御部６０、記憶部７０、表示部８０および操作部９
０を備える。通信部５０はネットワーク３００に接続するためのインタフェースである。
端末装置２００とネットワーク３００とは有線で接続されてもよいし、無線で接続されて
もよい。制御部６０は端末装置２００の全体を統括的に制御する。記憶部７０はＨＤＤ、
ＳＳＤなどで構成され、各種のプログラムおよびデータを保持する。表示部８０は液晶デ
ィスプレイ、有機ＥＬディスプレイなどで構成され、制御部６０から供給される表示デー
タを表示する。操作部９０はキーボード、マウス、物理キー、タッチパネルディスプレイ
、音声入力などで構成され、ユーザの操作を受け付け、対応する操作信号を制御部６０に
出力する。
【００１７】
　売買指標描画装置１００の制御部１０は、データ取得部１２、指標算出部１４、変換部
１６および描画処理部１８を含む。これらの構成は、ハードウェア的には、任意のプロセ
ッサ、メモリ、その他のＬＳＩで実現でき、ソフトウェア的にはメモリにロードされたプ
ログラムなどによって実現されるが、ここではそれらの連携によって実現される機能ブロ
ックを描いている。したがって、これらの機能ブロックがハードウェアのみ、ソフトウェ
アのみ、またはそれらの組み合わせによっていろいろな形で実現できることは、当業者に
は理解されるところである。
【００１８】
　データ取得部１２は、価格情報を配信する図示しないサーバから、ネットワーク３００
または図示しない専用線を介して取引対象の価格情報をリアルタイムに取得する。株の場
合、証券取引所のサーバから株価の時価データを取得する。為替の場合、基本的に大手銀
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行または大手証券会社が提示するビッドレート、アスクレートを取得する。データ取得部
１２は、取得した価格情報を記憶部２０に保存するとともに、指標算出部１４に渡す。
【００１９】
　指標算出部１４は、ある銘柄の最新の価格とその銘柄の過去の価格をもとに売買指標を
算出する。なお出来高系の売買指標を算出する場合は、価格ではなく出来高を使用する。
本実施の形態では、ある売買指標を、異なる複数の時間軸で算出する。例えば、短期、中
期、長期の三つの時間軸で算出する。短期投資家（スキャルピングトレーダ、デイトレー
ダ、スイングトレーダ）は相対的に短い時間軸のチャートを使用する。中長期投資家は相
対的に長い時間軸のチャートを使用する。
【００２０】
　チャートの記述方法の代表的なものに、ローソク足チャート、バーチャート、ラインチ
ャートがある。日本ではローソク足チャートが主流である。ローソク足とは単位期間にお
ける始値、終値、高値、安値を、一本の棒とその棒から上下に延びる線（一般的にヒゲと
呼ぶれる）で表すチャートの記述方法である。テクニカル指標を算出する場合、基本的に
ローソク足の終値を使用する。ローソク足の時間軸には、ティック足、１分足、５分足、
１５足、１時間足、４時間足、日足、週足、月足などがある。日足は１日の値動きの始値
、終値、高値、安値を示す。５分足は５分間の値動きの始値、終値、高値、安値を示す。
日足は一日に一本形成される。ティック足、分足および時間足は一日に複数本形成される
。週足は一週間に一本、月足はひと月に一本形成される。
【００２１】
　以下、本実施の形態では５分足、１時間足、日足のＲＳＩを算出する例を説明する。Ｒ
ＳＩはオシレータ系の代表的なテクニカル指標で売買過熱度を示すインジケータである。
下記式（１）はＲＳＩの算出式を示す。
【００２２】
　ＲＳＩ＝過去ｎ本の値上がり幅平均÷（過去ｎ本の値上がり幅平均＋過去ｎ本の値下が
り幅平均）×１００　…式（１）
　ｎは設計者またはユーザにより設定変更なパラメータである。一般的に１４が使用され
る。
【００２３】
　下記式（２）－（４）は、１４本の足を用いる５分足、１時間足、日足のそれぞれのＲ
ＳＩの算出式を示す。
【００２４】
　ＲＳＩ＝過去１４本（７０分）の値上がり幅平均÷（過去１４本の値上がり幅平均＋過
去ｎ本の値下がり幅平均）×１００　　…式（２）
　ＲＳＩ＝過去１４本（１４時間）の値上がり幅平均÷（過去１４本の値上がり幅平均＋
過去ｎ本の値下がり幅平均）×１００　…式（３）
　ＲＳＩ＝過去１４本（１４日）の値上がり幅平均÷（過去１４本の値上がり幅平均＋過
去ｎ本の値下がり幅平均）×１００　　…式（４）
【００２５】
　ＲＳＩは０～１００の間の数値が算出される。一般的にＲＳＩが２０または３０以下で
売られすぎ、７０または８０以上で買われすぎと判定される。ＲＳＩは通常、逆張り指標
として使用されるため、２０または３０以下で買いシグナル、７０または８０以上で売り
シグナルが発生する。
【００２６】
　一般的なチャートでは、値動きそのものを示すローソク足チャート、バーチャート、ラ
インチャートの下に別欄でオシレータ系のインジケータチャートが表示される（後述の図
４参照）。このように一般的なチャートでは、ローソク足とオシレータ系のインジケータ
がセットで表示されるため、オシレータ系のインジケータを表示させる場合、チャート全
体の面積が大きくなる。本実施の形態ではオシレータ系のインジケータチャートのみを表
示する簡易チャートを生成する。
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【００２７】
　図２は、複数の異なる時間軸のテクニカル指標のインジケータチャートを示す図である
。第１インジケータチャートＣｉ１は短期足のインジケータチャートを示し、第２インジ
ケータチャートＣｉ２は中期足のインジケータチャートを示し、第３インジケータチャー
トＣｉ３は長期足のインジケータチャートを示す。これらインジケータチャートには数値
および文字を基本的に記述しない。各インジケータチャートウインドウの上辺はテクニカ
ル指標の最大値を示し、下辺はテクニカル指標の最小値を示す。左辺は過去を示し、右辺
は現在または未来を示す。これは既存のオシレータ系インジケータチャートウインドウの
記述方法とほぼ同じであるため、ユーザは数値やスケールなどの補助情報がなくても感覚
的にインジケータの内容を把握できる。
【００２８】
　本実施の形態では第１インジケータチャートＣｉ１は５分足のＲＳＩを示し、第２イン
ジケータチャートＣｉ２は１時間足のＲＳＩを示し、第３インジケータチャートＣｉ３は
日足のＲＳＩを示す。
【００２９】
　描画処理部１８は、時間軸の長いインジケータチャートほど大きなウインドウサイズに
設定する。図２では第３インジケータチャートＣｉ３の幅を最も広くし、第２インジケー
タチャートＣｉ２の幅を次に広くし、第１インジケータチャートＣｉ１の幅を最も狭く設
定している。描画処理部１８は、これらのインジケータチャートをそれぞれ異なる色また
は模様で生成する。また描画処理部１８は、各インジケータチャートの色を売買シグナル
に応じて設定してもよい。例えば買いシグナルが発生している場合（例えば、ＲＳＩ≦３
０）、赤に設定し、売りシグナルが発生している場合（例えば、ＲＳＩ≧７０）、青に設
定し、売買シグナルが発生していない場合（例えば、３０＜ＲＳＩ＜７０）、無色に設定
する。
【００３０】
　図３は、複数の異なる時間軸のインジケータチャートを重ねて描画する描画方法を示す
図である。描画処理部１８は、時間軸の異なる複数のインジケータチャートを重ねて描画
する。その際、時間軸が最も長いインジケータチャートを一番下に配置し、時間軸が短く
なる順に、下から上へインジケータチャートを重ねて描画する。本実施の形態では第３イ
ンジケータチャートＣｉ３を最背面に配置し、第２インジケータチャートＣｉ２を２層目
に配置し、第１インジケータチャートＣｉ１を最前面に配置する。
【００３１】
　本実施の形態では時間軸の長いインジケータチャートほど大きなウインドウサイズに設
定しているため、第３インジケータチャートＣｉ３および第２インジケータチャートＣｉ
２はそれぞれ、左右の一部が露出する。したがって第１インジケータチャートＣｉ１の全
体、第２インジケータチャートＣｉ２の第１インジケータチャートＣｉ１との非重複部分
、および第３インジケータチャートＣｉ３の第１インジケータチャートＣｉ１と第２イン
ジケータチャートＣｉ２との非重複部分が描画されることになる。
【００３２】
　描画処理部１８は、背面に隠れるインジケータチャートのルチャートラインを透過させ
て描画する。図３にて上側の太線は第２インジケータチャートＣｉ２のチャートラインを
示し、下側の太線は第３インジケータチャートＣｉ３のチャートラインを示す。これによ
り、第３インジケータチャートＣｉ３の表示面積で三種類のインジケータを表示すること
ができる。描画処理部１８は、この複数の異なる時間軸のインジケータチャートを重ねた
インジケータオブジェクトをアイコンサイズで描画する。
【００３３】
　当該オブジェクトは端末装置２００の表示部８０に表示される。ユーザは操作部９０を
操作して画面内の第１インジケータチャートＣｉ１の表示エリアを選択して、その時間軸
（本実施の形態では５分足）の通常フォーマットのチャートを表示させることができる。
同様に第２インジケータチャートＣｉ２の表示エリアを選択して、その時間軸（本実施の
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形態では１時間足）の通常フォーマットのチャートを表示させることができる。同様に第
３インジケータチャートＣｉ３の表示エリアを選択して、その時間軸（本実施の形態では
日足）の通常フォーマットのチャートを表示させることができる。表示エリアの選択はタ
ッチパネルディスプレイの場合、そのエリアにタッチすればよい。タッチパネルディスプ
レイでない場合、マウス等を用いてカーソルをそのエリアに移動させて確定操作をすれば
よい。
【００３４】
　図４は、複数の異なる時間軸の通常フォーマットのチャートを示す図である。値動きを
示すローソク足チャートが上段に表示され、オシレータ系のインジケータチャートが下段
に表示される。図４において右側の第１株価チャートＣｓ１は、５分足のローソク足チャ
ートとそのインジケータチャートを示す。第１株価チャートＣｓ１は、図３において第１
インジケータチャートＣｉ１の表示エリアが選択されることに起因して表示される。図４
において中央の第２株価チャートＣｓ２は、１時間足のローソク足チャートとそのインジ
ケータチャートを示す。第２株価チャートＣｓ２は、図３において第２インジケータチャ
ートＣｉ２の表示エリアが選択されることに起因して表示される。図４において左側の第
３株価チャートＣｓ３は、日足のローソク足チャートとそのインジケータチャートを示す
。第３株価チャートＣｓ３は、図３において第３インジケータチャートＣｉ３の表示エリ
アが選択されることに起因して表示される。
【００３５】
　なお１時間足のインジケータチャートが細切れになっているのは、株式市場はザラ場の
時間（日本では９：００～１５：００）が短いためである。為替チャートの場合、基本的
に２４時間取引であるため、週末を除きギャップは発生しない。
【００３６】
　次に図３に示したインジケータチャートのコンパクト表示より、さらに直感的でコンパ
クトなテクニカル指標の表示手法について説明する。変換部１６は、数値化されたテクニ
カル指標を、所定の変換規則に従いシンボル図形に変換する。
【００３７】
　図５は、複数の異なる時間軸のテクニカル指標の図形表示を示す図である。第１シンボ
ル図形Ｇ１は短期足のテクニカル指標を表すシンボル図形を示し、第２シンボル図形Ｇ２
は中期足のテクニカル指標を表すシンボル図形を示し、第３シンボル図形Ｇ３は長期足の
テクニカル指標を表すシンボル図形を示す。これらシンボル図形には数値および文字を基
本的に記述しない。本実施の形態では第１シンボル図形Ｇ１は５分足のＲＳＩを示すシン
ボル図形であり、第２シンボル図形Ｇ２は１時間足のＲＳＩを示すシンボル図形であり、
第３シンボル図形Ｃ３は日足のＲＳＩを示すシンボル図形である。
【００３８】
　描画処理部１８は、時間軸の長いテクニカル指標のシンボル図形ほど大きなサイズに設
定する。テクニカル指標は時間軸が長いほど、値の変化が小さくなるため、時間軸が長い
テクニカル指標ほど動きが安定する。シンボル図形のサイズが大きいほど安定感があるよ
うに見えるため、シンボル図形のサイズの大きさと、テクニカル指標の時間軸の長さは感
覚的にシンクロされる。したがって時間軸を数値で記述しなくてもユーザは、直感的に、
複数のシンボル図形の時間軸の長さの相対的関係を把握できる。
【００３９】
　図５では第３シンボル図形Ｇ３のサイズを最も大きくし、第２シンボル図形Ｇのサイズ
を次に大きくし、第１シンボル図形Ｇ１のサイズを最も小さく設定している。描画処理部
１８は、これらのシンボル図形をそれぞれ異なる形状で生成する。また描画処理部１８は
、これらのシンボル図形をそれぞれ異なる色または模様で生成する。これらの処理の具体
例は後述する。
【００４０】
　図６は、複数の異なる時間軸のテクニカル指標のシンボル図形を重ねて描画する描画方
法を示す図である。描画処理部１８は、時間軸の異なるテクニカル指標を表す複数のシン
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ボル図形を重ねて描画する。その際、時間軸が最も長いシンボル図形を一番下に配置し、
時間軸が短くなる順に、下から上へシンボル図形を重ねて描画する。本実施の形態では第
３シンボル図形Ｇ３を最背面に配置し、第２シンボル図形Ｇ２を２層目に配置し、第１シ
ンボル図形Ｇ１を最前面に配置する。
【００４１】
　本実施の形態では時間軸の長いテクニカル指標を表すシンボル図形ほど大きなサイズに
設定しているため、第３シンボル図形Ｇ３および第２シンボル図形Ｇ２はそれぞれ、一部
が露出する。したがって第１シンボル図形Ｇ１の全体と、第２シンボル図形Ｇ２および第
３シンボル図形Ｇ３の一部が描画されることになる。描画処理部１８は、この異なる時間
軸のテクニカル指標を表す複数のシンボル図形を重ねたインジケータオブジェクトをアイ
コンサイズで描画する。
【００４２】
　当該オブジェクトは端末装置２００の表示部８０に表示される。ユーザは操作部９０を
操作して画面内の第１シンボル図形Ｇ１の表示エリアを選択して、その時間軸（本実施の
形態では５分足）の通常フォーマットのチャートを表示させることができる。同様に第２
シンボル図形Ｇ２の表示エリアを選択して、その時間軸（本実施の形態では１時間足）の
通常フォーマットのチャートを表示させることができる。同様に第３シンボル図形Ｇ３の
表示エリアを選択して、その時間軸（本実施の形態では日足）の通常フォーマットのチャ
ートを表示させることができる。通常フォーマットのチャートは図４に示した通りである
。
【００４３】
　変換部１６は、テクニカル指標の数値から導かれる分析内容を暗喩する図形に変換する
。例えば、テクニカル指標の数値から導かれる売買サインを暗喩する図形に変化する。例
えば、買いシグナル発生で上が尖った三角形に変換し、売りシグナルで下が尖った三角形
に変換し、売買シグナル発生なしで四角形（例えば、正方形、菱形）に変換する。
【００４４】
　変換部１６は、テクニカル指標の数値変化に応じて図形の形状および色の少なくとも一
方を変化させる。まず形状変化について説明する。図６に示す例ではＲＳＩの値を台形に
変換している。ＲＳＩの値を上底と下底の比率で表現している。したがってＲＳＩの値が
変化するたびに台形の形状が変化する。
【００４５】
　図７は、ＲＳＩの値と台形の形状の対応関係を示す図である。図７に示す台形の上底の
長さと下底の長さは下記式（５）、（６）により特定される。
【００４６】
　上底の長さ＝ＲＳＩ値（３０以下はゼロ）　　　　　…式（５）
　下底の長さ＝１００－ＲＳＩ値（７０以上はゼロ）　…式（６）
【００４７】
　ＲＳＩの値が小さいほど（即ち、売られすぎなほど）、上底が狭い台形となり、ＲＳＩ
の値が大きいほど（即ち、買われすぎなほど）、下底が狭い台形となる。ＲＳＩの値が３
０以下では下が尖った三角形となり、ＲＳＩの値が７０以上では上が尖った三角形となる
。ＲＳＩは通常、逆張り指標として使用されるため、中心（ＲＳＩ＝５０）方向へ回帰す
る動きの期待度を見るための指標として利用される。図７に示す台形または三角形のシン
ボル図形は、尖った方向への動きが期待され、その尖度が期待度を表している。
【００４８】
　次に色変化について説明する。以下に示す例ではＲＳＩの値を赤成分Ｒと青成分Ｂの混
合比率で表現する。赤成分Ｒの値と青成分Ｂの値は下記式（７）、（８）により特定され
る。
【００４９】
　Ｒ＝（１－ＲＳＩ値／１００）×２５５　…式（７）
　Ｂ＝（ＲＳＩ値／１００）×２５５　　　…式（８）
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　２５５は階調数を示す。
【００５０】
　ＲＳＩの値が小さいほど（即ち、売られすぎなほど）、赤味が増し、ＲＳＩの値が大き
いほど（即ち、買われすぎなほど）、青味が増す。ＲＳＩ＝５０でマゼンダとなる。値動
きを表現する際、赤を上昇、青を下落とするベンダーが多いため、赤がポジティブ、青が
ネガティブを連想する投資家が多い。上述のようにＲＳＩは通常、中心（ＲＳＩ＝５０）
方向へ回帰する動きの期待度を見るための指標として利用される。赤味の強さが上昇の期
待度を示し、青味の強さが下落の期待度を示す。なお形状変化の場合と同様に、ＲＳＩ≦
３０でＲ＝２５５、Ｂ＝０（即ち、真っ赤）とし、ＲＳＩ≧７０でＲ＝０、Ｂ＝２５５（
即ち、真っ青）としてもよい。
【００５１】
　以下、上述した時間軸の異なる複数のシンボル図形を重ねたインジケータオブジェクト
の利用シーンについて説明する。このオブジェクトの最大の利点は、複数の時間軸のテク
ニカル指標をごく小さな表示スペースに直感的に表示できることである。
【００５２】
　図８は、株価表示ウインドウ８１の一例を示す図である。図８に示す株価表示ウインド
ウ８１は、端末装置２００の表示部８０に表示される。端末装置２００の制御部６０は、
所定のウェブブラウザを実行し、売買指標描画装置１００の制御部１０により作成される
ウェブページを表示部８０に表示させる。また端末装置２００の制御部６０は、株価表示
用のアプリケーションまたはウィジェットを実行して、売買指標描画装置１００の制御部
１０により生成される株価表示ウインドウを表示部８０に表示する。例えば、デスクトッ
プガジェット、タブレットまたはスマートフォン向けのアプリケーションなどが該当する
。端末装置２００側で専用のアプリケーションを実行する場合、株価のリアルタイム更新
表示も容易である。
【００５３】
　図８に示す株価表示ウインドウ８１には、ユーザが登録している銘柄または保有銘柄の
時価が表示される。株式は分散投資する手法が一般的であるため、一人の投資家が複数の
の銘柄を保有することになる。またウォッチリストに登録している銘柄も複数の銘柄にな
ることが多い。
【００５４】
　スマートフォンの場合、ディスプレイサイズが小さいため複数の銘柄の情報を同時に表
示しようとすると、各銘柄につき最低限の情報しか表示できないのが実状である。図８に
示すように通常、各銘柄につき、銘柄名、証券コード、株価、前日比（価格および比率）
が表示される程度である。通常、ファンダメンタル指標やテクニカル指標などの売買指標
は表示されない。本実施の形態では各銘柄の表示欄に、図６に示した複数のシンボル図形
を重ねたインジケータオブジェクト８２ａ、８２ｂを表示する。これらインジケータオブ
ジェクト８２ａ、８２ｂはアイコン程度のサイズであり最低限の表示スペースの追加で、
既存の株価表示ウインドウに追加できる。
【００５５】
　図９は、本発明の実施の形態に係る売買指標描画装置１００の動作を説明するためのフ
ローチャートである。まずデータ取得部１２は、株や為替などの金融商品の価格情報を、
図示しない配信サーバからネットワーク３００を介して取得する（Ｓ１０）。データ取得
部１２は取得した価格情報を記憶部２０に保存するとともに（Ｓ１２）、指標算出部１４
に渡す。
【００５６】
　指標算出部１４は、データ取得部１２から渡された現在の価格情報と、記憶部２０に保
存された過去の価格情報をもとに、複数の時間軸のテクニカル指標を算出する（Ｓ１４）
。変換部１６は、算出されたテクニカル指標を、時間軸ごとに所定の変換規則にしたがい
シンボル図形に変換する（Ｓ１６）。描画処理部１８は、複数の時間軸のシンボル図形を
重ねて描画する（Ｓ１８）。以上のステップＳ１０～ステップＳ１８までの処理が、端末
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装置２００の表示部８０への金融商品の価格表示処理が終了するまで（Ｓ２０のＹ）、繰
り返し実行される（Ｓ２０のＮ）。
【００５７】
　以上説明したように本実施の形態によれば、複数の売買指標を省スペースに直感的に分
かりやすく表示できる。特に複数のシンボル図形を重ねたオブジェクトは、アイコンサイ
ズにしても売買指標を直感的に把握できるとともに、一つのアイコンで複数の時間軸の売
買指標を表現できる。したがって表示スペースの狭い装置への表示に最適である。
【００５８】
　図８では複数のシンボル図形を重ねたオブジェクトを、株価表示ウインドウに表示する
例を挙げた。その他にも様々な適用例が挙げられる。例えば、株のスクリーニング結果表
示画面への表示に適している。投資家は、銘柄選定のためにスクリーニングを実施する場
合がある。日本の株式市場には約４０００銘柄が上場されているため、その中から投資す
る銘柄を選別するのは労力のいる作業である。そこで証券会社や投資情報会社はスクリー
ニングツールを提供している。そこでは、ユーザが売買指標などの条件を入力することに
より、その条件に合致する銘柄が抽出される。
【００５９】
　その条件が緩い場合、多くの銘柄が抽出されることになる。その場合、大画面ディスプ
レイのデスクトップＰＣであっても、一頁に一覧表示するのは困難となり複数の頁にまた
がった表示となる。一覧表示する場合も一つの銘柄にさける表示スペースは限られる。一
覧表示の段階で、ＰＥＲやＰＢＲなどのファンダメンタル指標の数値を表示するスクリー
ニングツールは多いが、チャートまで表示するツールは少ない。ましてや複数の時間軸の
テクニカル指標を表示するツールは皆無といえる。
【００６０】
　抽出された複数の銘柄から実際に投資する銘柄を選定する際、ファンダメンタル面とテ
クニカル面の両方を検討する投資家が多い。テクニカル面を検討する際、短期トレンド、
中期トレンド、長期トレンドを確認する投資家が多い。具体的には、日足チャート、週足
チャート、月足チャートを確認する投資家が多い。チャートを確認するには、チャート画
面への遷移にワンクリック、そのチャート画面からの復帰にワンクリック必要である。一
つのチャート確認に最低２クリック必要である。三つのチャートを確認するには最低６ク
リックが必要である。これを複数の銘柄について確認するには多数のクリックが必要とな
る。
【００６１】
　これに対し、本実際の形態によれば短期トレンド、中期トレンド、長期トレンドを、上
述のオブジェクトを見るだけで瞬時に判断できるため、投資家のスクリーニング作業を大
幅に軽減できる。また三つのシンボル図形を重ねて表示するため、三つの数値を表示する
場合と比較し、表示スペースを節約でき、かつ直感的な把握が可能である。
【００６２】
　また、複数のシンボル図形を重ねたオブジェクトは、トレーディング画面への表示にも
適している。短期トレーディングでは売買タイミングがより重要となる。売買タイミング
を図るため、関連銘柄、連動銘柄の動きを監視している投資家も多い。ＦＸ取引において
、ドル円を取引する投資家には、ユーロドル、ユーロ円、豪ドル円、石油、ゴールド、株
価指数などの動きを監視しているものも多い。
【００６３】
　短期トレーディングの場合、通常、トレーディング画面には取引している対象銘柄の短
期チャートをメインに表示させている。注文を出す前に、対象銘柄の中長期トレンドの確
認、または他銘柄の動きの確認をする投資家も多い。その際、画面切替操作に手間取ると
注文タイミングが遅れやすくなる。また無線を使用した端末装置２００の場合、無線回線
の遅延により画面切替が遅延し、結果として注文タイミングが遅れる場合が発生する。
【００６４】
　この点、本実施の形態によれば複数のシンボル図形を重ねたオブジェクトを、複数の銘
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柄について同一画面に表示させておくことが容易にできる。したがって上述した注文タイ
ミングの遅れを抑制できる。
【００６５】
　上述の実施の形態ではオシレータ系のテクニカル指標であるＲＳＩを例に説明した。本
実施の形態はトレンド系のテクニカル指標にも適用可能である。トレンド系のテクニカル
指標では値が０～１００の数値範囲に収まらないものが多い。その場合、算出される数値
を０～１００の数値範囲に正規化してもよいし、トレンドまたは売買サインだけを表すシ
ンボル図形を描画してもよい。
【００６６】
　トレンド系のメジャーな指標である移動平均線は、二本の移動平均線（短期移動平均線
と長期移動平均線）の関係でトレンドが把握される。例えば、日足チャートでは５日移動
平均線と２５日移動平均線がよく用いられる。５日移動平均線が２５日移動平均線の上に
あるとき上昇トレンド、その下にあるとき下落トレンドと判定される。また移動平均線で
は、短期移動平均線が長期移動平均線を上抜けるとき買いシグナル、短期移動平均線が長
期移動平均線を下抜けるとき売りシグナルが発生する。週足チャートでは１３週移動平均
線と２６週移動平均線がよく用いられる。
【００６７】
　またテクニカル指標ではなくファンダメンタル指標にも適用可能である。その場合、複
数の時間軸のファンダメンタル指標ではなく、複数の時系列のファンダメンタル指標を表
すシンボル図形を重ねて表示する。例えば奥から順番に、前期実績のＰＥＲ、今期実績の
ＲＥＲ、来期予想のＰＥＲをそれぞれ表すシンボル図形を重ねて表示する。ＰＥＲ、ＰＢ
Ｒのように株価と財務指標を用いたファンダメンタル指標の場合、テクニカル指標と同様
に株価変動に応じて、シンボル図形の形状および／または色を変化させる。ＰＥＲおよび
ＰＢＲは数値が低いほど割安、高いほど割高を示す指標であるため、オシレータ系のテク
ニカル指標と同様の利用方法ができる。
【００６８】
　以上、本発明をいくつかの実施の形態をもとに説明した。これらの実施の形態は例示で
あり、それらの各構成要素や各処理プロセスの組合せにいろいろな変形例が可能なこと、
またそうした変形例も本発明の範囲にあることは当業者に理解されるところである。
【００６９】
　上述の実施の形態では株や為替などの金融商品の売買指標を例に説明したが、金融商品
以外の商品にも適用可能である。不動産、車、骨董美術品、電気製品などにも適用できる
。電気製品などの価格比較サイトにも価格変動のチャートが表示されることがある。その
チャートを用いてテクニカル指標の算出が可能である。
【符号の説明】
【００７０】
　５００　売買指標表示システム、　１００　売買指標描画装置、　１０　制御部、　１
２　データ取得部、　１４　指標算出部、　１６　変換部、　１８　描画処理部、　２０
　記憶部、　３０　通信部、　２００　端末装置、　５０　通信部、　６０　制御部、　
７０　記憶部、　８０　表示部、　９０　操作部、　３００　ネットワーク。
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